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1. はじめに 

	 我々はこれまでエレクトレット性材料[1]を微粒子に用いることで、接触帯電による半永久帯電

する微粒子の作製に成功しており[2]、また微粒子の帯電量を直接かつ微視的に測定する方法とし

て、走査型プローブ顕微鏡（以下 SPM）のケルビンプローブ機能を用いた測定にも成功している

[2]。しかし、作製した荷電微粒子の集団現象については不明な点が多く、また SPMを用いた帯電

量測定においても測定は可能であるが、精度に問題がある結果であった。本研究では、電気泳動

法を用いた微粒子の帯電性の評価と、SPMを用いた測定の精度の向上についての実験を行ってお

り、本実験の結果について報告する。 

2. 電気泳動を用いた微粒子の集団現象の評価 

	 Figure 1 に現在使用している電気泳動装置の系を示す。微粒子（コア：アクリル、シェル：フ

ッ素系樹脂）をガラス瓶に入れた後、回転加熱して接触帯電を起こすことにより作製した荷電微

粒子を有機溶媒 (アイソパーG) 中に分散させ、その分散液に DC 電源とパルス電源を用いて 0 – 

300 V の電圧を印加した時の様子をデジタル顕微鏡で観測したものを Fig. 2 に示す。負に帯電し

ている微粒子がより多く見られたが、一部の微粒子は正に帯電している振舞いを示し、また電極

間を振動し続けるものや特異な集団現象を示すものも観測された。 

3. SPMを用いた帯電量測定の精度向上 

	 SPMによるシリコンウェハ（以下ウェハ）上での微粒子診断時に、カンチレバーが微粒子を引

っ張り、帯電量の値が正確に測定できないことがあり、帯電量測定の成功率が低かった。今回は

試料作製の際に、アイソパーGに分散させたものをウェハ上で揮発させ、また Fig. 3 のようにカ

ンチレバーの走査方向の制御を複数併用してウェハ上の微粒子の形状に対応させることによって、

帯電量測定の精度を向上させた結果についても報告する。 
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